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成果報告会 2021 年 1 月 16 日（土）14：00～16：00 [オンライン] 

 

 

成果報告者とテーマ： 

福住りょうこさん「性教育の充実と女性の活躍」 

小田原未依さん「第 5 次男女共同参画基本計画策定に対するパブリックコメントに際して集めた 30 歳以下の若

者からの 1000 件以上の意見とユース提言書について」 

植松さん「よりよく生きたい 働き手・子供の増加に期待！「不妊治療休業」のご提案」 

鈴木知佐子さん「次期、さいたま国際芸術祭でジェンダー平等を」 

しんやけいこさん「幼児教育保育無償化２号認定についてのアクション」 

国広清美さん「企業内での女性差別」 

木下美紀さん「出産→育児へスムーズな移行を実現するためには」 

田中まみさん「新しい生き方でハッピーな毎日に！」 

柴崎薫さん「社会的受け皿の構築、特に単身者について」 

佐々木郷子さん「子どもも先生も幸せに過ごせる教育環境づくりについて～先生の働き方やキャリアを考える」 

講評：さいたま市女性の活躍を推進する議員連絡会（添野ふみ子議員、稲川智美議員、西沢鈴子議員、久保美樹

議員、佐伯加寿美議員、出雲圭子議員、金子昭代議員、関ひろみ議員、傳田ひろみ議員、鳥羽恵議員、冨田かお

り議員、西山幸代議員）、さいたまイクボス共同宣言事業者（生活協同組合コープみらい人事部部長 中村仁さん、

株式会社埼玉りそな銀行さいたま営業部 大塚淳也さん） 

 

司会進行：さいたま市男女共同参画推進センター／パートナーシップさいたま 
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小田原未依さん「第 5 次男女共同参画基本計画策定に対するパブリックコメントに際して集めた

30 歳以下の若者からの 1000 件以上の意見とユース提言書について」 
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植松さん「よりよく生きたい 働き手・子供の増加に期待！「不妊治療休業」のご提案」 
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鈴木知佐子さん「次期、さいたま国際芸術祭でジェンダー平等を」 
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しんやけいこさん「幼児教育保育無償化２号認定についてのアクション」 

 



成果報告会発表資料 

 

講評より：励みになる言葉をたくさんいただきました。ありがとうございます。 
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国広清美さん「企業内での女性差別」 

企業内での女性差別 

さいたま市桜区在住 国広清美 

 

今から 30 年程前、当時住んでいた近くの運送会社が

事務員の募集をしていたので、事務員として入社しまし

た。トラックは 100 台程ありましたので、運送会社と

しては大きい方だったと思います。 

会社は 24 時間稼働の為、事務員も 9 時～17 時と 11

時～19 時の二交代制でした。私は遅い時間の勤務を選

びました。しかし、私は事務職の経験がなく入社したの

で、運送会社の事務員とはどのような仕事をするのだろ

うか？と分からないままでした。最初の 1 ヶ月位は部長

に言われた事をやると言う感じでした。私の他に 2～3

人くらい事務員さんがいたのですが、私だけが違う仕事

をやらされていたと言う感じでした。 

入社 2 ヵ月目くらいには、部長が取引先に行く時は常

に同行となり、事務員とは更にかけ離れた仕事になって

いきました。 

 

会社は損害保険代理店もやっていましたが、私が入社

した時、代理店部門と会社の事故係をひとりで任された

いた男性が辞めていて、空席になっていました。代理店

を継続させるためには、保険募集人資格の試験に合格し

なければならないのですが、資格保持者がおらず代理店

を継続するかやめるかの瀬戸際だったようです。 

入社 3 ヶ月目くらいには、資格試験に向け部長と何度

も講習を受ける事になったのですが、事務職の経験すら

ない私には、損害保険の事などチンプンカンプンで何が

何だか分からず、言われるがままに講習を受けていまし

た。 

 

部長と 2 人で試験を受けた結果、部長は落ちてしま

い、私だけが奇跡的に合格してしまいました。この事か

ら何の経験もない私が、いきなり責任重大な損害保険代

理店の仕事と、会社の事故係という二つの担当となって

しまいました。 

この会社の運転手さんは全員男性だったので、女性は

事務員さんと私しかいませんでしたが、私は運転手さん

から差別的な発言や、セクハラ的な事をされたりはしま

せんでした。 

それに比べ、代理店業務の方はヒドイものでした。当

時、損害保険代理店の女性営業は珍しく、まだ 20 代で

若かった事もあり、よくお客様から言われた言葉は「こ

んな若いお嬢ちゃんで大丈夫？」とか「一回食事に行っ

てくれたらもう 1 件保険に入ってあげるよ」などの差別

やセクハラ的な発言はよくありました。 

 

当時は、保険はまだ自由化になっておらず、生命保険

と損害保険の両方を販売する事はできませんでしたの

で、「女性保険外交員」＝「生命保険」・「男性保険外

交員」＝「損害保険」と言う強い固定観念があり、固定

客周りだけだったにも関わらず、「生命保険なら要らな

いよ」と顔を見ただけで言われる事も多かったです。 

 

損害保険業界は 100％に近い割合で、男性社会でした

ので、女性は男性の 2 倍・3 倍頑張らないとお客様から

は認めて貰えないと実感する日々でした。 

保険外交員は、形ある物を売る仕事ではないので私自身

を信用してもらうしかないと思い、頻繁に固定客を周

り、その際は保険の話はせず、世間話やお客様が興味の

ある話をするようにしていました。なので、結果につな

がるまでには時間が掛かります。男性が 2～3 ヶ月で結

果につなげられる事も、女性だと言うことだけで、2

倍・3 倍の時間を要する事になると強く実感しました。 

 

会社では、損害保険代理部門と事故係の 2 つをひとり

で担当していたので、大変でした。トラックが 100 台

もあると、大きな事故は頻繁ではなかったですが、軽微

の接触事故等は毎日のようにありました。事故係の仕事

で差別を受ける事はありませんでしたが、ひとりで孤独

を感じながら大変な仕事を日々頑張っていたな。と思ま

す。しかし、この頑張りが周りの評価につながり、その

評価が広がり、少しずつ結果となっていきました。 

 

若かった私は、男性に負けてたまるか！「損害保険業

界＝男性」・「生命保険業界＝女性」という変な固定観

念を払拭したい！などと、叶うはずのない大きな事も考

えていましたが、まずは、自分が頑張れば叶えられそう

な目標を決め、その目標を達成したら会社を辞めようと

思っていました。なぜ辞めようと思ったのかと言うと、

本当に仕事が大変で心身共にクタクタだったからです。 

 



 

 

でも、その目標に向かって頑張って頑張って仕事をしま

した。結果、目標達成する事が出来ましたので、会社に

3 ヶ月後に退職をしたいと告げました。しかし、体調を

崩し 1 ヶ月程入院する羽目に・・・残り 2 ヵ月しっか

り仕事をし退職しました。入社してから 6 年が経ってい

ました。 

 

会社を辞めた時、30 歳でした。新たな仕事に就くに

は難しいな。と思いましたので、損害保険代理店をやる

事にしました。今から 25 年前です。 

 

損害保険代理店についてざっくりではありますが、説

明させて頂きます。 

代理店は大きく分けると 2 種類あります。 

 

①保険業だけをやる代理店。 

主に保険会社に研修生として入社し 3～4 年で独立する

（プロ代理店） 

②他の仕事と一緒に保険業もやる。 

代表的な業種は、自動車販売業、自動車板金塗装業等

（兼業代理店） 

 

私は保険業だけをやる代理店を始めました。法人では

なく個人事業主で、従業員は私だけですので、損害保険

代理店主兼保険募集人です。 

私のように会社員で代理店業をやっていて、そこから

いきなり独立する人は殆どいないので、かなり珍しいパ

ターンです。 

 

保険代理店の収入は手数料制ですので、お客様から頂

く保険料から数パーセントが代理店に収入として分配さ

れる方式ですので、たくさんの契約を取らなければ、そ

れなりの収入にはなりませんので、途中でやめてしまう

人も多いです。 

 

当時、女性プロ代理店主はいなかったです。代理店向

けの勉強会や試験等に行っても、100％男性でした。保

険会社も男性は営業職、女性は事務職としっかり分かれ

ていました。損害保険は銀行や証券会社等と同じ金融の 
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部類です。金融の部類は何故か男性社会で、男尊女卑な

のです。保険会社は上場企業なのですが、女性役員はひ

とりもいませんでした。それどころか、主任以上の肩書

の付いている女性もいませんでした。 

 

2020 年 7 月時点 

保険会社社員数：24689 人 

国内拠点数：915  

女性取締執行役員 1 名 

女性執行役員 1 名 

女性取締社外役員 2 名 

部支店長（管理職）12 名 

 

私が所属している保険会社は国内損害保険会社最大手

ですが、25 年経っても女性役員、管理職の数はやっと

この数字です。 

 

一方、代理店については、委託契約代理店数：50719

店あります。 

この中で女性代理店主の代理店がどの位あるか所属して

いる保険会社社員に調べてもらいましたが、正確なデー

タがありませんので、はっきりした事は分からないとの

事でしたが、私も保険会社社員も女性代理店主の話はあ

まり聞いた事がないですし、残念ながら私は今まで会っ

た事はないです。 

 

長い間この仕事をやって来て思う事は、先程も言いま

したが、金融関係は未だに「男尊女卑」をかたくなに守

り続ける日本政府とよく似ている。と言う事です。 

しかし、日本人の中に根付いている「男は外に出てお

金を稼ぎ、女は家を守る」との昔からの教えが影響し、

男性に養われて生きていきたいと考える女性が多いのも

現実だと思いますし、それはそれで良いと思います。 

 

若い頃は男に負けてたまるか！と意気込んでいました

が、色々な経験を経て 

歳を重ねた結果、性別で役割を決める必要はなく、出来

る人が出来る事をやれば良いのではないかと思うように

なりました。 
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木下美紀さん「出産→育児へスムーズな移行を実現するために」 
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田中まみさん「新しい生き方でハッピーな毎日に！」 
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柴崎薫さん「社会的受け皿の構築、特に単身者について」 
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佐々木郷子さん「子どもも先生も幸せに過ごせる教育環境づくりについて」 
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